
Special Seminar

ミハイル・ヴイソコフ
サハリン国立大学教授。北海道大学スラブ研究
センター外国人研究員。歴史学博士。極東ロシア・
サハリンの歴史に関する論文・著書多数。
『サハリン島』は、チェーホフが書いた中で最後まで
読み通すことが最も難しい作品と言われる。
ヴィソコフ教授は２０１０年に『サハリン島』に関する
注釈書（コメンタリー）を刊行し、現代の読者にとって、
意味の分かりにくくなっているような概念を中心に、人名・地名・民族・動植物
・法律・宗教・教育・娯楽・飲食物・医療等、３０００以上の項目に
ついて説明を付した。とりわけロシア帝国の南方で生まれたチェーホフが、
サハリンで見たものを故郷の風物と比較しただろう点に注意が払われている。
（ロシア語による講演。日本語のテキストを配布します）

連絡先： 越野剛 （011-706-4809） gkoshino@slav.hokudai.ac.jp


